
H24年7月～9月期「景気観測調査」集計結果【確定値】

業界業界業界業界トピックストピックストピックストピックス

【製造業】
・半導体関連の不況に直面している。来年度は回復する見込み。【半導体装置・部品製造】
・国内半導体関連の仕事は悪くなる一方で、良くなることはないと思います。現在、台湾工場設立の準備中です。年明より台湾で稼動します。【半導体装置製造】
・正規社員の年金、健康保険料率が上がって負担が大きい。【機械部品組立、ゴム製品加工】
・大手メーカーの不調により、業界全体が不景気になるのでは。新規事業分野への進出が難しい。（分野の選定。受注先からの値下げ要求。【電子機器設計製造】
・受注するも、仕入れ値が上がり利益が大幅に減少。【精密機械装置製造】

【建設業】
・職人のコストアップ。【内装、リフォーム、塗装工事】
・消費税アップでこの先受注不安。【塗装、内装、防水工事】
・相模原市発注工事の減少。【塗装、防水工事】
・仕事量はあるが、単価が低く、多くこなさなければならない。社員が慢性的に過重労働であり、健康面が心配。【自家用電気設備メンテナンス】
・受注金額の低下、収益率のダウン。【管工事】
・受注単価の低下。【電気通信工事】
・公共工事の入札競争が激しすぎるため、下請単価がますます厳しくなっている。【橋梁工事、各種外構工事 】

【小売・卸売業】
・大型店の出店。【木材卸売】
・先が見えない。【非鉄金属卸売】
・仕入単価の上昇。【美容、健康商材卸売】
・将来継続することへの不安感のみ。【中古車、LPガスその他小売】
・消費が下降。一部回復との情報もあるが、税、雇用、社会保障、全てに消費者の負担がかかってくる事が予想される。ますます消費の緊縮が進む。【新聞、雑誌小売】
・葬儀用生花部門においては、核家族化、家族葬化が一段と多くなり、受注金額が減少してきている。【生花小売】
・リーマンショック、大震災、消費増税と消費者心理は消沈を続けそう。【宝石、貴金属製品小売】
・景気の良くなる材料が見当たらないように思いますが、業況は景気だけに左右されている訳ではないので頑張りたい。【CD小売】
・以前から見ると商品をシビアに検討する方が増加。これに伴い商品の選定もよりニーズに応えるものが要求され難しい方向に進んでいる。【釣具小売】

【飲食・サービス業】
・周辺企業の不況のためか、サラリーマンの来店が減少。【居酒屋】
・H24.11月ころから不況の感じがするので、今後ますます不安感がある。【運送】
・業界、同業他社においても、一部を除き大幅に低迷しているようである。客単価は３割程度下がっているようであり、顧客数も減っている。【不動産売買、賃貸】
・大手優位のビジネスはどの業界も同じであると感じる。【不動産】
・近隣の店舗閉鎖が多くなっている。個人消費低迷に刺激を与えるような施策による後押しを商工会議所に切に望む。【不動産管理、仲介】
・客単価が低い（上がらない）。【学習塾】
・過当な競争による利益率の低下。【税理士】
・リーマンショック以来、大手企業の経営環境悪化により、また派遣業法の改正等により、新規の派遣依頼が激減している状況が継続しているように感じられる。【人材派遣】
・国内製造業の動向。【運送】
・車輌整備、販売ともに前期は好調であったが、後期は車輌販売の鈍化が否めないため、前期ほど数字には表れない模様。【自動車整備】
・全体的に業績が伸び悩む中、自己の強みをさらに強化しつつ販路拡大に努めている事業者については、業績が比較的堅調に推移しているよう。（当事務所顧問先）【税理士・行政書士】
・競合が増えた。【介護】


